
く ら し の 情 報 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始 

日
曜
日
労
働
相
談
の
実
施 

若
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
!!
 

永
年
無
事
故
表
彰
の
お
知
ら
せ 

熊
本
県
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
が
開
設 

Ｃ
Ａ
Ｍ
実
践
技
術 

　
　
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
提
供 

 

破魔弓祭 
荒
玉
か
わ
ら
版
 

                           
　
熊
本
県
で
は
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化
策
と

し
て
、
１
月
16
日（
月
）に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ（
基
地

病
院
…
熊
本
赤
十
字
病
院
）の
運
航
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
救
急
搬
送
を
担
っ
て
い
る

県
防
災
消
防
ヘ
リ「
ひ
ば
り
」と
連
携
し
、
２
機
で

救
急
医
療
活
動
を
行
う
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。
 

　
　
一
般
の
人
が
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
１
９
番
で
連
絡
を
受
け
た
消
防
機
関
が
、
患

者
の
け
が
や
病
気
の
状
況
な
ど
か
ら
、
ヘ
リ
で

運
ぶ
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
呼
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

　
　
ヘ
リ
で
の
移
動
に
か
か
っ
た
費
用
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
動
し
た
医
師
な
ど

が
行
う
治
療
に
要
す
る
費
用
は
支
払
い
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
 

　
　
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
に
は
、
危
険
で
す
の
で
、

近
寄
ら
ず
、
消
防
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）熊
本
赤
十
字
病
院
建
築
推
進
室
 

�
０
９
６
・
３
８
４
・
２
１
１
１
 

　（
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
）県
医
療
政
策
課
 

�
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
４
６
  

  と
き
　
１
月
８
日（
日
）労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇（
年

休
な
ど
）に
つ
い
て
 

２
月
12
日（
日
）未
払
い
賃
金（
未
払
い
残
業
代
）

に
つ
い
て
 

３
月
11
日（
日
）解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、

退
職
金
に
つ
い
て
 

相
談
時
間
帯
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

と
こ
ろ
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
 

問
い
合
わ
せ
先
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時（
休
館
日
を
除
く
） 

�
０
９
６
・
３
５
２
・
３
６
１
３
 

   　
　
玉
名
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
平
成
24
年

度
の
永
年
無
事
故
・
無
違
反
表
彰
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
　
玉
名
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
10
年
、

20
年
、
30
年
、
40
年
に
該
当
さ
れ
る
人
は
、
交

通
安
全
協
会
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
な
お
、
申
請
の
受
付
期
間
は
平
成
24
年
５
月

ま
で
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
安
全
協
会
事
務
局（
玉
名
警

察
署
内
）
　
 
�
０
９
６
８
・
７
４
・
１
２
９
１
 

   　
　『
若
者
消
費
者
１
１
０
番
』が
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

契
約
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
例
…
携
帯
電
話

な
ど
の
架
空
請
求
、
多
重
債
務
、
ア
パ
ー
ト
・

借
家
な
ど
、
エ
ス
テ
な
ど
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
） 

と
き
　
１
月
18
日（
水
）〜
20
日（
金
） 

　
　
１
月
20
日
（
金
）
の
午
後
１
時
〜
５
時
に
は
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
は
、
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
無
料
法
律
相
談
来
所
場
所
　
県
庁
内
（
行
政
棟
）

新
館
４
階
　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
　
 

　
県
消
費
生
活
課
　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

�
０
９
６
・
３
８
３
・
０
９
９
９
    

と
き
　
１
月
29
日（
日
）午
後
１
時
〜
４
時
 

と
こ
ろ
　
熊
本
テ
ル
サ
１
階
「
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
」
お

よ
び「
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
」
 

内
容
　
①
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
優
秀
作
品
表
彰
式
 

　
　
　
②
コ
ッ
コ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
　
③
講
演「
生
き
な
が
ら
生
ま
れ
変
わ
る
」 

　
　
　
　
講
師
：
米
良
美
一
氏（
歌
手
） 

申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
の
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

　
　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参

加
希
望
人
数
を
記
入
の
上
応
募
く
だ
さ
い
。
 

　
　
１
枚
（
１
件
）
に
つ
き
、
２
人
ま
で
の
応
募
と

し
ま
す
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
〒
８
６
２
・
８
５
７
０
 

　
熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
18
番
１
号
 

　
県
　
人
権
同
和
対
策
課
　
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
係
　
 
 
 
�
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
９
９
 

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
・
３
８
３
・
１
２
０
６
 

メ
ー
ル
 jin

k
e
n
@
p
re
f.k
u
m
a
m
o
to
.lg
.jp
    

　
　
相
談
内
容（
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
登
記
・
戸
籍
・

供
託
・
人
権
に
関
す
る
事
項
な
ど
）に
法
務
局
職
員
・

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
人
権
擁
護
委

員
お
よ
び
公
証
人
が
応
じ
ま
す
。（
山
鹿
支
局
会

場
に
は
公
証
人
は
駐
在
し
ま
せ
ん
。） 

と
き
　
２
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
 

と
こ
ろ
　
山
鹿
支
局
会
場
・
荒
尾
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

２
階
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
先
　
熊
本
地
方
法
務
局
玉
名
支
局
 

�
０
９
６
８
・
７
２
・
２
３
４
７
     

　
　
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｍ
ソ
フ

ト
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
加
工
モ
デ
ル
の

作
成
か
ら
加
工
条
件
の
設
定
、
Ｎ
Ｃ
加
工
ま
で

の
流
れ
を
理
解
し
、
Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の

効
率
化
・
最
適
化
を
図
る
手
法
を
習
得
し
ま
す
。
 

定
員
　
10
人
 

と
き
　
２
月
４
日（
土
）・
２
月
５
日（
日
） 

　
　
　
２
月
11
日（
土
） 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
 

　
　
　
　
荒
尾
市
荒
尾
４
４
０
９
 

受
講
料
　
１
１
，４
０
０
円
 

対
象
者
　
在
職
者
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
 

�
０
９
６
８
・
６
２
・
０
１
７
９
    

 　
　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
案
内
に
従
っ
て
金
額

な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
　
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
に
行
か
な
く
て
も
、

作
成
し
た
確
定
申
告
書
な
ど
を
税
務
署
へ
郵
送

な
ど
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
作
成
す
れ
ば
、

電
子
申
告（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）に
よ
り
申
告
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
贈
与
税
を
除
く
） 

　
　
な
お
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税
の
確

定
申
告
を
さ
れ
る
と
特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

①
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書
を
付
け

て
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
さ
れ
た
人
は
、
所
得

税
額
か
ら
４
千
円
を
控
除
で
き
ま
す
。（
平
成
19

年
分
〜
平
成
22
年
分
の
い
ず
れ
か
の
確
定
申
告

で
こ
の
控
除
を
受
け
た
人
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
 

②
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
提
出
、

ま
た
は
提
示
に
代
え
て
、
そ
の
記
載
内
容
を
入

力
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
３
年
間
は
、

税
務
署
長
の
要
求
に
対
し
提
出
、
ま
た
は
提
示

義
務
が
あ
り
ま
す
）
 

③
還
付
申
告
は
早
期
処
理
さ
れ
ま
す
。
 

④
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
を
行
う
と
手
数
料
が

安
価
で
す
。（
証
明
書
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
発
行
、

書
面
で
の
発
行
も
請
求
で
き
ま
す
） 

問
い
合
わ
せ
先
　
玉
名
税
務
署
 

�
０
９
６
８
・
７
２
・
２
１
２
５
 

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

（http://w
w
w
.e
-ta
x
.nta
.g
o.jp

） 

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　
（http://w

w
w
.nta
.g
o.jp

） 
問い合わせ先 
事務局　国土交通省　菊池川河川事務所　管理課 
TEL0968-44-2171　FAX0968-44-4673

水質事故の発生原因で最も多いのが油の流出によるものです。 

油流出の予防対策 
①灯油タンクと配管の接続部分にゆるみなどがないか。 

②配管の腐食や亀裂などの異常がないか。 

③灯油の減る量が早くないか。 

④家屋内や周辺が油臭くないか。 

⑤給油する時は目を離さない。 

⑥屋外にあるタンク等は防油堤を設置する。 

協議会構成機関：熊本県、熊本市、阿蘇市、菊池市、
山鹿市、玉名市、合志市、大津町、和水町、南関町、
玉東町、菊池川河川事務所 

菊池川流域清流保全協議会 

油流出事故処理の状況 

・菊池川本川への油流出を防ぐため、・菊池川本川への油流出を防ぐため、
オイルフェンスとオイル吸着マット
を設置しています。 

・菊池川本川への油流出を防ぐため、
オイルフェンスとオイル吸着マット
を設置しています。 

・排水路から下流への油
流出を防ぐため、オイ
ル吸着マットを設置し
ています。 

・排水路から下流への油
流出を防ぐため、オイ
ル吸着マットを設置し
ています。 

油の流出に注意しましょう 
　特に冬は暖房に灯油を使う機会が多くなるので、ちょっとした不注意で事故が起きてしまいます。

油流出事故が起きると、河川の水は汚染され、農業用水や生活用水に汚染が広がり、地域の人たちの

生活に大きな被害を与える結果となってしまいます。 

　また、後処理に細心の注意が必要で、人的負担・経済的負担も免れません。このような事態を未然

に防ぐため、次の予防対策に心がけましょう。 

　また、水質事故は、本川に入りますと処理が非常に困難になりますので、支川における小規模な段

階での処理が出来るように、流域住民の皆さんのご理解とご協力が不可欠です。 

（的ばかい） （的ばかい） 

■と　き　１月15（日）　午後１時～ 

■ところ　四王子神社周辺および有明海 

■申し込み・問い合わせ先　 

　長洲町役場 まちづくり課　�0968・78・3219

　約850年の歴史と伝統を受け継ぐ、勇壮果敢な祭り「破

魔弓祭（的ばかい）」。的をばかい（奪い）合う男衆の迫力

ある姿を、ぜひご覧ください。 

※写真コンテストも開催。 

破魔弓祭 破魔弓祭 

平成24年１月 平成24年１月 17 平成24年１月 平成24年１月 16


